


1

Ship Modeling
with Nanotechnology
by Dai SASAHARA

艦船模型
大日本絵画

笹原大の

笹原 大著

2



2

5年前の“到達点”を軽々と超えてみせる
底しれない最新ナノ・テクノロジーの世界

帝国海軍戦艦長門
青島文化教材社 1/700 
インジェクションプラスチックキット

長門

5年前に発売された前著『笹原大の艦船模
型ナノ・テクノロジー工廠』の冒頭で“艦
船模型はすでに到達点”に達したのかもし
れないということを書いた。艦船模型の精
密化の流れは20年以上前から徐々に進ん
できていた。当初は1/350やそれ以上の
大きなスケールで培われてきた工作技術が
1/700スケールの艦船模型にフィードバ
ックされるようになってきたのだ。これに
はエッチングパーツの普及と海外製の薄い
プラ材が入手できるようになったこと、さ
らに実物の艦船がどのようなものだったの
かを知る考証が進んでいったということが
大きいだろう。
しかしこの精密化の流れはある時期に停滞
してしまう。1/700というスケールでは
細密さにも限界がある。実艦では30㎝の
構造物も1/700にするとわずか0.43㎜
で、このあたりのサイズが精密艦船模型に

おける工作の限界となっていた。もちろん
模型にはディフォルメもある。甲板にある
小さな突起物が通風筒やリールやボラード
などの構造物を再現するようなことはある。
こういったディフォルメをしつつ精密に見
える作品を作ろうというのが5年前の艦船
模型の世界だった。
しかし、笹原氏はこの艦船模型の天井を
軽々と越えた。これまでの限界だと思われ
ていた極小の工作をこなしてみせた。肉眼
ではほとんど追えないレベルの工作を、繊
細な指さばきと粘り強い根気でクリアして
いった。5年前の段階で笹原氏の艦船模型
の工作技術は世界最高峰のレベルに達して
いた。
さてそこから5年が経過した現在の笹原氏
の作品はどうだろう。細密さは前著に掲載
されたときよりもさらに向上している。現
在の笹原氏は0.01mm単位の工作にチャ

レンジしているのだ。これは人間ができる
限界で、これ以上はないという工作技術だ。
もちろんほかの達人も集中すれば
0.01mm単位の工作を行なうことが可能
なのかもしれない。しかしこのレベルの細
密工作を年間をとおしてずっとやり続ける
ことはできない。これが可能なのは笹原氏
だけだ。
さらに進化したと言えるのが艦船模型にお
ける塗装だ。これまでもビビットな差し色
を取り入れることで読者の視点を誘導して
いた笹原氏だが、あらたに戦車模型の世界
から取り入れたウェザリング技法を磨いて
いる。これにより単調な艦船模型の世界の
塗装にあらたな息吹が吹き込まれた。5年
前に到達点に達したと思われた艦船模型の
世界だが、笹原氏がいる限りその到達点は
つねに高い部分へと更新され続けるのかも
しれない。

Imperial Japanese Navy Battleship Nagato
Aoshima 1/700 Injection-plastic kit.

1933年対空武装強化時
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1/700スケールの艦船模型を
何処まで再現・表現できるか?
笹原 大の挑戦
前著はエッチングパーツの進化により様々な再現がで
きる様になったと書かせていただきましたが、あれか
ら数年経ち今回は更に3Dプリンターによる精密なパ
ーツが市販される様になり、益々精密な艦船模型を製
作できるようになりました。今回はその中で個人的に
直接手に取り使用した結果、皆さんにお勧めできるパ
ーツ類をご紹介させていただきました。測距儀などは
内部まで一部表現され、付属のエッチングパーツとの
組み合わせにより今までに無いより精密な測距儀を表
現できるようになりました。とても嬉しい限りですが、
今後3Dプリンターの低価格化が進み個人でパーツを
設計し出力してディテールアップを図る時代がすぐそ
こまで来ている気がします。今回はそんな3Dプリンタ
ー製パーツを使用した作品も掲載しておりますので、
それらの使用方法をご覧いただきながら、皆様の模型
製作のお手伝いが少しでもできれば嬉しく思います。

笹原 大
1969年生。千葉県出身。中学生までガンプラをメインに楽しんでいたが、高校入
学と共に製作活動を休止する。サラリーマンを約20年経験後、転勤のない現在の仕
事に就いたため、家族の了解もあり模型製作を再開。現在、ネイビーヤード誌をメ
インに1/700スケールの日本海軍艦艇製作に特化した模型ライフを楽しんでいる。
二児の父親。ブログ名R＆R工廠の由来は子供の名前のイニシャルから命名。
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帝国海軍航空母艦

瑞鶴
1942年5月珊瑚海海戦時

今回の「瑞鶴」はフジミのキットを使用しています。船体のモールド関係を全
て撤去し、汎用エッチングパーツ（舷窓や舷外電路など）で再現しています。
このキットの注意点は、右舷中央部にある煙突の取り付け部分です。翔鶴型は
船体の壁面から煙突が出ている形状が正しいようですが、フジミのキットは船
体内側にくぼみがあり、そこから煙突が出ている状態になっていますので、プ
ラ板等でくぼみをふさいでいます
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このページで紹介されるのは史上初の空母対空
母の戦いとなった珊瑚海海戦時に参加した際の
「瑞鶴」の姿を再現したものとなる。笹原氏の
作品の見所はたくさんあるが、その中でもやは
り緻密に作り込まれた艦上機は見逃せない。こ
の作品ではじめてカジカの艦上機キットを使用
しているが、これまで使用していたライオンロ
アのものよりもさらに精密で進化している。工
作、塗装なども1/700とはとても思えない凄ま
じいレベルだが、デカールについても注目した
い。これだけ小さなキットにずれることなくき

れいに貼り続けて、なじませるのは超人的な根
気が必要となる。笹原氏によると今回もっとも
苦労したのは九九艦爆の脚部に貼る赤いデカー
ルだったそうだ。
新しい表現として注目したいのは艦上機に使わ
れる日除けカバー。写真ではクローズアップし
て撮影しているが、実物は小指の爪よりも小さ
な存在である。ひとつひとつ手作りされた柔ら
かい布の表現とかっちりした硬い印象のエッチ
ングパーツ製の飛行甲板との対比が良いコント
ラストになっている

キット専用エッチングパーツを
フル活用して徹底ディテールアップ
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プロペラ&スピナーは愛用のアドラーズネスト製品を使用。組み
立てと塗装は済ませてから機体に取り付ける。

珊瑚海海戦時の有名な写真を再現したく日除けを自作ロープを
もとに自作してみました。風を受けている形状にしています。

風防はキットの形状も大変良いが、開いている状態も再現したい
ため汎用エッチングパーツを使用。

機体を塗装後に汎用デカールを貼り、汚しまで終わらせます。
その後に艶消しクリアを吹き付けて仕上げます。

九九艦爆の風防も汎用エッチングパーツを使用し、写真の通り
風防が開いた状態と閉じた状態の機体を再現。

主翼下部にあるエアブレーキを汎用エッチングパーツで再現。

コクピットを再現するためにタガネで正方形に彫って形を整え
この後に座席を取り付けます。

プロペラ&スピナとアンテナ線に張り線を機体に取り付けて完成
となります。※写真は風防を開けた仕様の零戦。

コクピットを掘った物が上の写真で下がキットの素の状態。シ
ートを設置するためできる限り大きく掘ります。

瑞
鶴空母製作の場合、まず艦上機から製作を始めるのがナノ・テクノロジー流。
今回はカジカのキットを使用した

艦上機の
製作

脚には赤のスパッツが入るのでデカールで再現。デカールを軟
化剤で柔らかくしながら曲面に馴染ませて貼り付ける。

汎用デカールで機体マーキングを再現。軟化剤を使用しながら
繊細な機体に馴染ませて仕上げます。

九七艦攻の風防のエッチングパーツはをフライホークとレインボ
ーを比べてて検証しました。形状に応じて両方使用することに決定。

カウルをドリル等で穴を開けて実機になるべく近づけるように
手を加えます。

7.7mm機銃と照準器を取り付け完成。1/700サイズでも手を入
れればここまで再現できます。
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艦尾甲板のモールドもエッチングパーツに置き換えるため全て
削り取り整形します。

エッチング甲板はまずゴム系の接着剤で大まかに位置決めをし
てから、補強として瞬間接着剤を使います。

艦尾甲板の中二階部分のトラス構造をエッチングパーツで再現。
トラスを組む場合、何度も仮組し充分確認するのが重要です。

機体の基本塗装を完了。カウル、タイヤ部分は筆塗り、それ以
外はエアブラシによる吹き付け。

艦首甲板のモールドを全て削り取り、船体との隙間やヒケなど
を確認し整形します。また、不要な穴なども塞ぐ。

迷彩については筆塗り。汎用デカールで機体マーキング類を施
し、艶消しクリアを吹き付けて完成。

レインボーの翔鶴型用のエッチングパーツセットを使用。艦首
甲板のパーツを慎重に取り付けます。

艦尾に中二階部分を仮に設置して形状を確認。積載艇を設置し
た場合に干渉することが多々あるので高さ合わせは慎重に。

煙突の工作。非常用排煙装置はエッチングパーツを使わずプラ
材と汎用エッチングパーツで自作。

高角砲台座の工作。エッチングパーツとレジン製パーツの組み合
わせで精密に再現される。ただし船体のとの接合には微調整が必要。

コクピットを整形して三座分掘ります。上がキットの状態で下
が加工後。プラの質が柔らかいので慎重に掘りましょう。

魚雷は愛用のアドラーズネスト製品を使用。主脚と尾輪はイモ
付になるので強度が不足がちになるので注意。

主翼を畳んだ形状を再現するため主翼断面を加工。汎用エッチ
ングパーツを流用してそれらしく仕上げます。

キャノピーの加工状態。左側が風防を開いた形状のフライホー
ク、閉じた状態にレインボーを選択して使用。

瑞
鶴船体のモールドはいったん削り落とす。そのうえでエッチングパーツなどのア
フターパーツを適合させていく

船体の
製作
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これまで発売されていなかった
マニア向けアイテムが充実

次世代の精密作品を支える3Dプリントパーツ

ナノ・テクノロジー工廠
5年前に発売された前著からいちばん変わったといえるのがアフターパーツ事情だろう。これまで艦船模型で精密工作するためには扱い
の難しいエッチングパーツをさらに加工して使うなどのハードルの高い作業が待っていたが、近年は3Dプリントパーツが多数発売され
るようになった。ここで紹介したパーツは積層痕も目立ちにくいすぐれもの。汎用性の高いパーツが多いので様々な場面で活躍してく
れるだろう

注目のおすすめ
アフターパーツ

近年、中国系メーカーで3Dプ
リンターで出力された精密な
パーツが発売される様になり、
個人的に大変注目しておりま
す。色々なメーカーが商品を
出している中でも注目してい
るのがこちらのYXモデルさん
の製品です。最初に目にした
のでアンカーチェーンの製品
で、今までは金属製のチェー
ンを使用していたのですが、
厳密に言えばリンク中央部に
スタッドがありませんから、
実艦とは形状が違いました。
この3Dプリンターパーツには
スタッドが表現されています。

このように今までは再現でき
なかった物がかなりの精密度
で製品化され、組み合わせ方
によっては今まで以上に面白
い作品が作れるようになった
と思います。このコーナーで
は個人的に気になって購入し
たパーツたちをご紹介したい
と思います。入手方法は各種
艦船模型販売店を探し回って
購入しています。唯一難点は
安定して購入できるか不安な
点です。輸入汎用パーツの宿
命と言いますか、この点が解
消されれば安心できるのです
が……。

写真のようにリンクの中央部に本物
と同じようにスタッドまで再現され
ていアンカーチェーンです。本物の
ように可動しますのでびっくりして
しまう精度です。用途に応じて長さ
を合わせて切り取り使用します。1つ
の製品で大型艦２隻分はあると思い
ます。
※価格はおおよそ1000円程度。（令
和4年4月現在） キセル型通風筒は3Dプリンター製品以外

でもレジン製パーツやプラ製パーツが以前
もありましたが、このパーツは小ささと縁
の薄さが際立っていました。使う用途も多
くおすすめのパーツです。今後は大きさや
形状のバリエーションが増えることをとて
も楽しみにしています。
※価格は1000円程度。（令和4年4月現在）

YXモデル

これまでの
金属チェーンには
出せない精度の錨鎖

甲板上に多数並ぶ
特徴的な突起物
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超精密工作の必需品
直線の極細0.1mm真鍮線

マストの自作時や配管等に使用する
使い勝手の良い真鍮線です。写真は
0.1mmのものですが、この他に
0.065mmのものもあります。お値
段は少々お高いですが、直線に仕上
がっており、工作が楽に行えますの
で個人的に重宝しています。ただ、
かなり細いので扱いには十分ご注意
ください。小さな破片は指先などに

刺さることもありますし危険な部材
でもあります。切り出しには主にカ
ッターを使用しています。価格を抑
えるために巻いた状態のものがある
そうですが、マキぐせを直すのは難
しいため私はこの製品を使用してお
ります。
※価格は2000円程度。（令和4年4
月現在）

この防雷具フェアリーダーは以前から
切望していたパーツでした。1/700
サイズではなかなか再現がむずかしい
部類の1つで、精密に再現できている
ものは皆無でした。このパーツは中型
艦〜大型艦に使用できる大きさです。
現時点では最高峰だと思います。本作
品中のレイテ沖海戦時の「長門」と「瑞
鶴」で使用しておりますので写真で確
認してみてください。かなりの再現力
に大満足しております。1つのパーツ
で２隻分となっておりますが、外せな
いパーツになっています。※価格は
1000円程度。（令和4年4月現在）

二式哨信儀発哨器及び全受器は
艦橋脇に設置されていた器具で
これも防雷具フェアリーダーと
同じく切望していたパーツにな
ります。このパーツはまだ実際
に使用しておりませんが、早く
使ってみたいと思っています。
※価格は1000円程度。（令和
4年4月現在）

特殊な形状が排気管ですが、これは秋
月型駆逐艦の後部マスト付近にある配
管です。今までは真鍮線をベースに自
作するしかなかったのですが、この様
な完全な形で商品化されていましたの
で速攻で手に入れた次第です。こちら
も将来秋月型を製作するときにぜひ使
いたいパーツです。※価格は1000円
程度。（令和4年4月現在）

「蒼龍」艦橋前にある特徴的な探照灯管制塔も精密に
再現されていましたので試しに購入して手にとって
みました。この手の汎用パーツは実際に購入してみ
ないと、どのようなものか分からないのでなるべく
購入して実物を直接見る様にしています。この商品
も大変素晴らしく、今後「蒼龍」を製作するときは
使用したいと思います。

各種艦艇に取り付ける標識で以前にもエッチング
パーツで色々と製品化されていたのですが、メイ
ンの標識は大きさが合っていない（大きすぎる）
点と組み合わせて使用するという2点がネックに
なっていました。その欠点を見事に解消した製品

がこちらになります。大きさ、精度も申し分なく、
組み立ても不要と良いことばかりの製品で、今後
はこのパーツを愛用したいと思います。※価格は
1000円程度。（令和4年4月現在）

3Dプリント
パーツの
本領発揮
自作が難しい
複雑な形状を
再現

艦橋に設置
されている
ユニークな
形状の
艤装品

自作するのも
困難なほど
精密な排気管

赤と緑の
塗り分けで
非常に目立つ
舵柄標識

専用パーツもこのとおり
驚異の梯の表現
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